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今年最初の「びぶりおてーく」は図書委員会役員６人にオススメの本を紹介してもらいました。 

 

委員長                                                                              

『 ライアー・ライアー 』  久追遙希著 (MF 文庫 J) 

星を奪い合うゲームの結果によって序列が決まる学園島で、学園入学試験で合格ギリ

ギリの点数で入学した主人公「篠原緋呂斗」。彼は、完璧なポーカーフェイスが取り柄なだ

けで、ゲームの実力はあまりない。そんな彼が、学園最強の７ツ星の「西園寺更紗」との決

闘（ゲーム）でたまたま勝利してしまう。その結果、偽りの７ツ星を演じなければいけなくな

った。しかし敗北した西園寺にも大きな秘密があって・・・.? 

偽りの『最強』と元『最強』がタッグを組む学園頭脳ゲーム【ライアーライアー】是非読んで 

みてください｡ 

 

 

副委員長（3 年）  

『 紺碧の艦隊１ 運命の回線・帝都初空襲 』  荒巻義雄著（徳間文庫） 

この本は、荒巻義雄の架空戦記小説です。昭和 18 年、ブーゲンビル島上空で戦死 

した日本帝国海軍連合艦隊司令長官山本五十六は、38 年前の後世世界に若き海軍

少尉候補生・高野五十六として生まれ変わる。五十六はもとの「前世」とは微妙に異なる

「後世」で同じ悲劇を繰り返さないため、前世より転生した者たちを集めて紺碧会を結成す

る。同じく前世より転生した日本帝国陸軍中将・大高弥三郎率いる青風会と共にクーデタ

ーを起こすものの戦争への流れは変わらず〝照和〟16 年 12 月 8 日午前零時、運命

の開戦を迎えてしまうというものです。 

 私の感想としては日本軍が勝つストーリーがあっておもしろかったです。作品は図書館にはないので、

YouTube で OVA（オリジナル・ビデオ・アニメーション）を見てください。 

 

 

副委員長 （2 年） 

『 戦争というもの 』     半藤一利著（PHP 研究所） 

あなたは「戦争」の残虐さ、空しさをどのくらい知っていますか？この本は、太平洋戦争、

東京大空襲などを経験した半藤一利さんの遺言をまとめたものです。半藤さんは「戦争

は、国家を豹変させる、歴史を学ぶ意味はそこにある。」という。この言葉は、あたかも戦争

経験者が戦争を知らない読者に、平和への願いを託しているかのように感じ取れます。 

戦争を知るものが少なくなっている現代では、非常に貴重な一冊だと思うので、ぜひ手

にとってみて下さい。 
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副委員長 （1 年）                             

『 ジョジョの奇妙な冒険スティール・ボール・ラン 』  荒木飛呂彦著 (ジャンプコミックス） 

図書館には置かれていませんが、小説シリーズは置かれているのでこの紹介を読み、興味を持ってもらえたら

嬉しいです。小説、アニメ、ドラマ、色々と作品があります。ジョジョ愛がすごくて語りきれないので、ジョジョの 

漫画の中で個人的に一番気に入っている第７部について説明します。この第７部では、

「飢えの重要性」や「確固たる美学」などの人生観について学ぶことができます。ストーリー

としては、悪を宿したものが主人公で、史上初の乗馬による北米大陸横断レースが描か

れます。 主人公ジョニィ・ジョースターは半身不随の元天才騎手で、謎のアウトロー、ジャ

イロ・ツェペリと協力関係を結び、レースを共に進める事になります。 巨額の賞金を巡って

せめぎ合う裏で、さらに恐るべき陰謀が渦巻くという展開です。荒木先生の圧倒的な 

心理描写を味わっていただけたら幸いです。 

 

 

書記 （2 年）                            

『 ∞射程魔術使いの俺は、やがて学園の頂点へ 』 

小路 燦著（角川スニーカー文庫） 

魔界と人間界の境界に位置する村出身の少年セルトが主人公。特殊な環境育ちの彼は規格外な超長

距離な魔術を駆使して、動かずに学園の勇者候補生を倒す。全ての常識を射程外からねじ伏せる破格の

学園ファンタジー。 

主人公セルトは臆病であり、それを補うための技量や精神力、状況判断力を持って

います。決して、完全無欠などではなく、むしろある種の「弱さ」を持っています。タイトルに

もなっている∞（無限）の射程に関する能力は、臆病な主人公だからこそ持っている

強さだと感じました。個人的には、これまで読んだ作品の中で１・2 番を争うくらい 

とてもおもしろい小説でした。 

 

 

書記 （1 年） 

『 陰の実力者になりたくて！ 』   逢沢大介著（KADOKAWA） 

私がこの本にハマッタ理由は、主人公がいろいろやばいところです。主人公影野ミノルは幼少期にヒーロー

や英雄などに憧れるのではなく、裏社会のボスに憧れていました。彼は陰の実力者になる

ために日々たゆまぬ努力をします。山で修行していたミノルはトラックの光を魔力だと勘違

いしてひかれ、死んでしまいます。死んだ先に見えたのは、今まで住んでいた日本ではなく

異世界でした。ミノルは魔力を使い「悪魔憑き」を治し、仲間を増やしていきシャドウガー

デンというものを作り、前世ではできなかった陰の実力者を目指し始めます。この本はミノ

ルが陰の実力者を目指す異世界物語です。アニメ・マンガもあるので気になった方はぜひ

読んでください。 


